
おとずれた場所と出会った生きもの
アジサイ、エノコログサ、桜、ツユクサ、デュランタ、ナガエコミカンソウ、ヒマワリ、ヒメジョオン、ヤエクチナシ
アオドウガネ、アブラゼミ、カラスの羽、シジュウカラ、ダンゴムシ、ニイニイゼミ、ハラビロカマキリ、ヒメアカタテハ、
ヒメハラナガツチバチ、ミンミンゼミ、モンクロシャチホコ、ヤマトシジミ

植物…
動物…

キマダラカメムシ、ジャコウアゲハ、ショウリョウバッタ、スズメ、セッカ、ヒガシキリギリス動物…

緑道や
道ばた

クヌギ
アオスジアゲハ、アカボシゴマダラ、アブラゼミ、オオシオカラトンボ、カナブン、カブトムシ、キタテハ、クマゼミ、
クロアゲハ、クロイトトンボ、コモンツチバチ、シオカラトンボ、チョウトンボ、ツクツクボウシ、ナミアゲハ、
ニイニイゼミ、ノコギリクワガタ、ヒグラシ、マメコガネ、ミンミンゼミ

植物…
動物…公園や

緑　地

エノキ植物…
河川や
水　辺

世田谷区みどり３３推進担当部みどり政策課　電話 03-6432-7905　FAX 03-6432-7989

学校の校庭や近くの公園。毎日見
ているのに、「春、夏、秋、冬」と様子

が変わっていきます。

どのように変わっていくのでしょう
か。不思議な季節の変化に目を向

け、その豊かさを感じてほしい。

そんな思いでこの資料を作りまし
た。いつもの暮らしの中で、ふっ・・

と感じる自然。

それはあなただけの「発見」かもし
れません。ぜひ探してみてください

。

絵日記でいざなう
世田谷のみどり

夏だ～早朝のカブトムシの木には、カ
ブトムシやノコギリクワガタなど、

いろんな生きものが朝ごはんを食べて
いるよ。こっそりのぞいてみよう！

盛夏
せい か

カブトムシ

細長い
ギザギザして
いる部分が白い

卵をさかさにしたような

形の葉っぱギザギザがある

カブトムシの

よって来る木の葉っぱ

クヌギ

コナラ

成虫

サナギ

メスは夏、
腐葉土（ふようど）の中に

20～30個産む

卵

4mm

白色から茶色っぽくなる

春になると土の中で

サナギになる

オスには
角がある

3週間くらいで
羽化する

クヌギやコナラの

木の樹液（じゅえき）がすき
ウンチは
あまりしない

幼虫

大きくなると
80ｍｍ おしり

腐葉土やくち木を食べる

全身に細かい毛

頭、気門はこげ茶色

気門（きもん）
空気を吸う穴




